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1. はじめに

サーキュラー・エコノミーへの移行を促進する上では、技術・ビジネスモデルのイノベーションをリードすることが

望まれる企業と、金融市場において事業の推進力となる資金を供給・循環する投資家・金融機関（以

下「投資家等」という。）が果たす役割が重要である。環境省及び経済産業省では、サーキュラー・エコノ

ミー及びプラスチック資源循環に資する取組を進める我が国企業が、国内外の投資家等から適正に評価
を受け、投融資を呼び込むことができるよう、2021年1月に「サーキュラー・エコノミーに係るサステナ ブル・ファイ

ナンス促進のための開示・対話ガイダンス」（以下「ガイダンス」という。）を公表した。

ガイダンスは、企業と投資家等の間で円滑な対話を促すための手引きであり、企業は、自ら提供する製

品・サービスに一層の循環性を備える取組を進めるとともに、その取組を投資家等に対して、統合報告書

やアニュアルレポート等において適切に「見える化」し、投資家等が対話・エンゲージメントを通じてそれを適切
に評価し、適切に資金を供給することが重要である。

サーキュラー・エコノミーへの移行が中長期的に確実に求められ、企業の生み出す社会的価値が投融資

判断に影響を与えるようになっている中、企業が、ガイダンスを活用してサーキュラー・エコノミーに係る取組を

価値創造ストーリーに落とし込んで積極的に開示する助けとなるよう、また、投資家等が、中長期的な観

点から企業のサーキュラー・エコノミーに係る取組について企業と対話する助けとなるよう、企業による情報開

示の事例集を作成した。本事例集で、企業は、自社に類似する業種やサーキュラー・エコノミーに係る取組

を行う企業の事例を参照し、自社の情報開示や投資家等との対話の促進につなげることを期待する。ま

た、投資家等には、事例のひとつとして参照し、企業の価値創造ストーリーを理解する助けとして役立てて
いただくことを期待する。

2. 事例集のポイント

本事例集では、ガイダンスが提示する「開示及び対話のポイント」である「価値観」「ビジネスモデル」「リス
クと機会」「戦略」「指標と目標」「ガバナンス」の6つの観点について、網羅的に開示して価値創造ストーリー
を構築している事例をピックアップしている。そのため、ガイダンスの内容に沿う事例を様々な業種にわたり収
集し、6つの観点のうち投資家等との対話において重視され得る点を中心に、実際の開示内容と共に、そ
のポイントを説明する形式で作成している。

3. 目次

*１国際サステナビリティ基準審議会（ISSB）のIFRS S1,2号の付録B産業別開示要求に基づき作成。
※掲載情報は2023年8月時点のものです。今後、リンク切れが生じる可能性がありますのでご了承ください。

https://www.ifrs.org/projects/completed-projects/2023/climate-related-disclosures/japanese-appendix-b-industry-based-disclosure-requirements/


開示内容 ポイント

サーキュラーエコノミーに特化した、

（*1）「サーキュラーエコノミーレポー

ト」を発行。「CE開示・対話ガイダン
ス」に即した情報開示を試行している。

特に、「リスクと機会」を整理し、各

リスク・機会に対する認識・対応に加

え、具体的な取組事例を一連の流れ

で分かりやすく説明している。

上記に紐づき説明する取組事例の

中で、製品再生・部品再生事業につ

いて紹介しており、 （*2）当該事業

の売上高を含め開示している。

省資源分野の環境目標として、

（*3）2030年と2050年の「製品
の新規資源使用率」を設定し、併せ

て、設定において参照した文献につい

ても公開し、根拠とする考え方を可視

化している。

2 *出典：リコーグループサーキュラーエコノミーレポート 2023（P13*1、P.21*2、.P.12*3）

セクター 主な開示媒体 サーキュラー・エコノミービジネスモデル

製造業
サステナビリティ

レポート

製品

設計

ﾊﾞｲｵ素

材等

シェア

/PaaS

メンテ

ナンス
再販売 再利用

リファー

ビッシュ
再製造

別用途

利用
リサイクル

● ● ● ● ● ● ● ● ●

開示の解説

指標と目標

1

1

2

3

3

ビジネスモデル

リスクと機会

環境目標（省資源分野）

●企業コメント

30年に亘る循環型社会の実現に向けた活動の全体像を体系的に整理し、ステークホルダーに分かり易く伝えることを
目的に発行した。投資家との対話や要望、ガイダンスをもとに、単なる取組事例の紹介にとどめず、リコーの強みやその源

泉、事業機会やリスク、その定量効果を示すことを目指した。ＣＥレポートの発行により、この分野でのリコーの優位性、

単なるコストアップではなく将来的に財務効果を生みだす活動であることについて理解が得られやすくなったと感じている。

また、ESG評価機関が求める様々なデータについても開示が充実した。

株式会社リコー

2

◼ 開示のポイント

CEに焦点を当てた「リコーグループサーキュラーエコノミーレポート」を開示。「開示及び対話のポ
イント」を網羅的に、かつ、体系的に説明している。

開示の

全体像

https://jp.ricoh.com/sustainability/report/ce


開示内容 ポイント

中期目標「エコチャレンジ2030」で、
グループが対応する6つの重要課題を
特定し、そのうちの1つに （*1）「循

環型社会の形成」を設定。

加えて、バリューチェーンの各工程と

重要課題との関係性を整理のうえ、

重要課題の解決に向けて （*2）各

工程で取り組む内容を明示している。

TCFDフレームワークを活用し、気候変
動関連のリスクと機会を分析。その中

で、 （*3）資源調達に係るリスクも

特定し、その対策として、 （*4）未

利用資源（古紙）の利用拡大に向

けた設備導入を行い、グループ全体で、

板紙製造における古紙利用率98.6％
を実現（2021年度）。
また、資金使途を （*5）「（1）

バイオマスボイラおよびRPF製造設備の
新設」「（2）木材由来の100％生分
解性素材であるセルロース微粒子プラ

ントの新設」とするグリーンローン契約を

締結。

セクター 主な開示媒体 サーキュラー・エコノミービジネスモデル

資源

加工

サステナビリティ

レポート

製品

設計

ﾊﾞｲｵ素

材等

シェア

/PaaS

メンテ

ナンス
再販売 再利用

リファー

ビッシュ
再製造

別用途

利用
リサイクル

● ● ● ●

開示の解説

価値観

戦略

4

5
4

ビジネスモデル

3

3

1

2

1

2

リスクと機会

気候変動関連のリスク
および機会と対応策

（抜粋）

5

プレス

リリース

●企業コメント

資源循環は関与する事業者が

多く、特に、回収・リサイクルは外

部からの回収に依存する部分があ

る。例えば、古紙の市中回収率は

当社ではコントロールできない。指

標の設定では、自社の努力を反映

できる値を用いる等の工夫が必要

と考える。

*出典：レンゴーサステナビリティレポート2022（P.7-8*1*2、P.14*3,P.18*4）、ウェブサイト( グリーンローン契約締結)（*5）

レンゴー株式会社

3

◼ 開示のポイント

循環社会の形成に向けた自社の取組みを図式化して工程ごとに説明している。また、グリー
ンローン締結など資金調達についても明示している。

開示の

全体像

https://www.rengo.co.jp/sustainability/info/report/sustainability_report2022.pdf
https://www.rengo.co.jp/news/2022/22_news_035.html


開示内容 ポイント

CEをマテリアリティの1つに掲げている。
また、「気候変動問題とプラスチックご

み問題は一体で解決を図るべき」とい

う考え方の下、 （*1）社会課題と

取組を体系化して関係性を整理し、

CEに向けた基本的な考え方の全体像
を説明している。

2022年度より、CEへの対応をさらに
強化するために、 （*1）サーキュラー

エコノミーCoE（センターオブエクセレン
ス）体制を設けている。CTOを責任者
とし、バイオマス、リサイクル、気候変

動の3つのワーキンググループを統括す
る。

環境貢献価値を有する製品をBlue 
Value®製品として認定し、認定製品
の拡大・提供を通じて製品ライフサイク

ル全体で貢献価値の最大化を図り、

目指す未来社会を実現していくと説

明している。また、 （*2）Blue 
Value®製品の売上収益比率をKPIと
することで、環境への貢献と財務的な

企業価値の両立を表現している。

4 *出典：三井化学レポート2022_（P.62*1、P.21*2）

セクター 主な開示媒体 サーキュラー・エコノミービジネスモデル

化学 統合報告書

製品

設計

ﾊﾞｲｵ素

材等

シェア

/PaaS

メンテ

ナンス
再販売 再利用

リファー

ビッシュ
再製造

別用途

利用
リサイクル

● ● ●

カーボンニュートラル戦略、バイオマス戦略、リサイクル戦略などを通じ、CE実現に貢献すると
説明している。製品提供による環境への貢献については独自のKPIを設定している。

価値観

指標と目標

ガバナンス

開示の解説

開示の

全体像

1

サーキュラーエコノミーに向けた基本的な考え方1

2

環境への貢献と財務的な企業価値の両立を見える化

2

●企業コメント

三井化学レポートの内容について、機関投資家の皆様のご意見を伺う機会を設けている。頂いたご意見は経営層や担

当者にフィードバックし、認識/共有された課題を取組の改善に繋げ、次年度の開示に反映している。

3

マネジメントシステム

3

三井化学株式会社

◼ 開示のポイント

https://jp.mitsuichemicals.com/jp/special/ar2022/pdf/ar22_all_web_jp.pdf


開示内容 ポイント

長期ビジョンの基礎に「持続的成長

を推進する経営基盤の強化」を整理

し、ビジョンの1つに「循環型社会の推
進」をあげており、その背景を、「事業

環境の変化」と「ステークホルダーとの関

係」の観点より整理している。

具体的には、 （*1）「資源・エネ

ルギー」、「環境」、「社会」の観点で事

業環境の変化を整理し、また、マルチ

ステークホルダーの観点を用いて、企

業価値や果たすべき社会的責任を整

理しており、長期ビジョン策定に向けて

どのように外部環境を見ているかを、

分かりやすく説明している。

セグメント別事業戦略の中で、特に、

マテリアル事業において、「資源循環の

枠組みの構築」や「環境商材の販売

強化」等といったCE型のビジネスモデル
をあげている。

それらの戦略・ビジネスモデル策定の

（*2）背景として、2030年の事業
環境を「低炭素社会」「IoT社会」に加
え、「経済安全保障」の観点で整理し

ている。国際情勢の複雑化や社会経

済構造の変化を踏まえ、「調達ソース

の多様化に向けた資源開発の加速」

を戦略の1つに挙げている。

5 *出典：中期経営計画「PLAN27」 (P.5-6 *1, P.58-59*2 )

セクター 主な開示媒体 サーキュラー・エコノミービジネスモデル

エネルギー 中期経営計画

製品

設計

ﾊﾞｲｵ素

材等

シェア

/PaaS

メンテ

ナンス
再販売 再利用

リファー

ビッシュ
再製造

別用途

利用
リサイクル

● ●

自社を取り巻く事業環境を分析し、マテリアリティを特定。長期的視点で環境ビジネスを拡
大し、循環型社会の構築推進と収益化の両立実績を説明している。

価値観

ビジネスモデル

開示の解説

開示の

全体像

1

2

岩谷産業株式会社

マテリアル事業戦略（環境ソリューション事業の拡大）2 戦略

事業環境とステークホルダーの整理1

●企業コメント

資源循環関連の目標としては、低環境負荷PET樹脂等の市場シェアを拡大することとしており、その時点における現行品と
バイオマスPET樹脂等の環境価値の高いバイオプラ等の売上のシミュレーションから指標を設定している。

◼ 開示のポイント

https://www.iwatani.co.jp/jpn/ir/pdf/plan27.pdf


開示内容 ポイント

ESG重点課題の1つに「循環型社会
形成への貢献」を設定。

各課題に対する取組を、自社のホー

ムページ上にまとめて掲載しており

（*1）、課題に係る （*2）「目標

（KPI）」と、課題への主な取組として、
（*2）関連事業について自社の強

みを含めたビジネスモデルを説明。また、

（*2）その強化に向けた戦略的取

組についてもまとめて掲載することで、

一覧で説明できるようにしている。

TCFDフレームワークを活用して、リス
ク・機会を分析。国際エネルギー機関

（IEA）の「World Energy Outlook
（WEO）」のシナリオを参照しつつ、
（*3）「低炭素・循環型社会の進展」

「デジタル革命の進展」「ライフスタイル

の変化」といった3つの事業環境の変
化が起こることを考慮し、独自に2040
年の「低炭素・循環型社会像」を描き、

分析を実施し、統合レポートで説明。

（*4）シナリオを前提に、リスク・

機会について具体的な財務影響を含

め分析し、その考え方を説明している。

6

ESG重点課題の1つに「循環型社会形成への貢献」を掲げ、「2040年長期ビジョン」等を構
築。グループとしてESG経営体制を構築し、重点課題としての目標・KPIの設定・取組や、循環
型社会を前提としたシナリオ分析を踏まえた事業ポートフォリオ等を説明する。

開示の

全体像

リスクと機会

*出典：ウェブサイト（ESGマネジメント）*1、ウェブサイト（3R推進）*2、ENEOS統合レポート（P.54*3、P.55-58*4)

1

指標と目標

セクター 主な開示媒体 ビジネスモデル

エネルギー 統合報告書

製品

設計

ﾊﾞｲｵ素

材等

シェア

/PaaS

メンテ

ナンス
再販売 再利用

リファー

ビッシュ
再製造

別用途

利用
リサイクル

● ●

ENEOSホールディングス株式会社

◼ 開示のポイント

指標と目標 ビジネスモデル

戦略

1

2

3

●企業コメント

ESG重点課題は、定量的なKPIや具体的な取組を掲載することで、より理解を深められるよう留意している。また、TCFD
開示については、当社戦略（長期ビジョンや中期経営計画）そのものを推奨フレームワークに当てはめ整理しており、一貫

性およびストーリー性のある分かり易い開示に留意した。

4

2

3

4

5

5

開示の解説

https://www.hd.eneos.co.jp/esgdb/management/
https://www.hd.eneos.co.jp/esgdb/environment/reduce.html#anc02
https://ssl4.eir-parts.net/doc/5020/ir_material_for_fiscal_ym3/124281/00.pdf


開示内容 ポイント

ESGの環境分野において、7つの環
境方針を設定。その中の1つに「資源
循環の推進」を定める。

事業活動に伴い生じる産廃や一廃

について、 （*1）消費の抑制をはじ

め3Rに取り組み、社会全体の資源循
環を推進すると説明する。

ISO14001の考え方を取り入れた、
環境管理システムを構築。グループの

行動憲章や、上述の環境方針に基づ

き、 （*2）「関西電力グループエコ・

アクション」を策定し、PDCAサイクルを
回す体制を構築する。社長を議長と

するサステナビリティ推進会議を設け、

その傘下のサステナビリティ推進部会を

通じて推進する。

「循環型社会の構築」の観点で、

（*3）「産業廃棄物排出量」や

「産業廃棄物リサイクル率」等の定量

データを開示する。

7 *出典：関西電力グループESGレポート 2022 (P.31*1、P.10*2、P.16*3 )

セクター 主な開示媒体 サーキュラー・エコノミービジネスモデル

エネルギー
ESGレポート、

統合報告書

製品

設計

ﾊﾞｲｵ素

材等

シェア

/PaaS

メンテ

ナンス
再販売 再利用

リファー

ビッシュ
再製造

別用途

利用
リサイクル

● ●

価値観

ガバナンス

開示の解説

3

1

関西電力グループ環境方針 3．資源循環の推進

環境保全効果（抜粋）と、環境保全対策に伴う経済効果
（2021年度）

2

3

2

指標と目標

1

●企業コメント

ESG外部評価におけるCEの重要度が高まってきていると感じる。外部評価を上げるためにも、CEに係る情報開示を充実
化させる必要性が増加していくものと考えている。

関西電力株式会社

◼ 開示のポイント

環境方針に資源循環の推進を掲げ、資源消費の抑制、産業廃棄物・一般廃棄物のリサ
イクルをはじめとする3Rを推進する。

開示の

全体像

https://www.kepco.co.jp/corporate/report/esg/pdf/2022/esg2022.pdf


開示内容 ポイント

長期ビジョン「Mission TREEING 
2030」を策定し、3つの価値と9つの重
要課題を設定。

（*1）「地球環境への価値」にお

いて、「重要課題3：「森」と「木」を活
かしたサーキュラーバイオエコノミーの実

現」を設定する。

併せて、評価指標と、その管理部

署も特定し、計画・実績値とその評価

も公開する。

長期ビジョンやマテリアリティ、指標

の設定においては、WBCSDやWorld 
Green Building Councilといった国際的
な業界動向等を参照し、検討を行っ

た。

2006年度より生物多様性保全に
係る観点も、環境方針等に反映をし

てきた。そうした背景を踏まえ、TNFD
（自然関連財務情報開示タスク

フォース）によるリスクと機会の分析・

評価のLEAPアプローチを試行。WWF 
Biodiversity Risk Filterのリスク評価指
標やGlobal Forest Watchの森林の増
減に関する指標を用いてリスク・機会

の評価を実施。

そのうえで、 （*2）リスクに対する

対応策や、生物多様性の保全に対す

る行動を策定し、 （*2）調達やリサ

イクル率等の指標を用いたコミットメン

トを定めている。

8

セクター 主な開示媒体 サーキュラー・エコノミービジネスモデル

住宅建設
サステナビリティ

レポート

製品

設計

ﾊﾞｲｵ素

材等

シェア

/PaaS

メンテ

ナンス
再販売 再利用

リファー

ビッシュ
再製造

別用途

利用
リサイクル

● ●

開示の解説

価値観

戦略

*出典：住友林業グループ中期経営計画（*1）、ウェブサイト（生物多様性保全に関する方針と目標）（*2）

指標と目標

指標と目標

1

1

2

●企業コメント

木材はそれ自体が循環するわけではないが、木造建築物は脱炭素にも貢献し、ネイチャーロスにつながらない建築の提

供にもつながり、循環型経済との親和性は高い。 また、ESG開示をすることは、グリーンボンドやポジティブインパクトファイナ
ンスなど低金利の融資を得る機会につながり、財務面でのベネフィットにつながっていると捉えている。

住友林業株式会社

リスクに対する対応策

2 ３

３

◼ 開示のポイント

木に関して森林育成から木材・建材の製造・流通、木造建築の建設、廃材を利用したバイ
オマス発電まで手掛ける循環をWood Cycleと呼び、サーキュラーバイオエコノミーと事業成長を紐
づけている。

開示の

全体像

https://sfc.jp/information/sustainability/management/materiality3.html
https://sfc.jp/information/sustainability/environment/biodiversity/


開示内容 ポイント

（*1）ミッションに「持続可能社

会の実現の一役を担う」ことを掲げ、

資源循環事業のリーディングカンパニー

としての役割を果たすことを明示。サー

キュラーエコノミーの考え方を説明する専

用WEBサイトを用意し、具体的な事
例を紹介するとともに、グリーンマテリア

ルなどの比較的新しい概念を解説して

いる。

資源循環事業の全体像を、

（*2）インプット、リサイクル、アウト

プットで描き、その中で、各事業との関

係性や、ステークホルダーとの関係性

を示し、自社の事業の流れや位置づ

けを可視化している。

（*3）気候変動対策に伴い副次

的に算出されるマテリアルバランスを公

開する。

*出典：ウェブサイト（サーキュラーエコノミーへの取組）（*1）、サステナビリティレポート 2022（P.15*2、P.33*3）

セクター 主な開示媒体 サーキュラー・エコノミービジネスモデル

廃棄物

管理・

資源再生

サステナビリティレ

ポート、ウェブサイト

製品

設計

ﾊﾞｲｵ素

材等

シェア

/PaaS

メンテ

ナンス
再販売 再利用

リファー

ビッシュ
再製造

別用途

利用
リサイクル

● ● ● ●

価値観

開示の解説

ビジネスモデル

指標と目標

●企業コメント

静脈産業として、事業の実態が見えにくいことに鑑み、「『どのようなものが、どのように生み出され、どのような付加価値

をつけて、どこにつながるのか』を、『わかりやすさと見やすさ』に配慮して説明する」ことを心掛けている。

●企業コメント

今後、当社の事業により創出さ

れる付加価値を見極めたうえで、そ

の成果の可視化につながるような指

標開示の高度化を図る。外部情報

としては、ISO/TC323やエレンマッカー
サー財団が展開するCirculytics、CTI
を参照し、標準的に求められ得る指

標にも対応していく。

1

1

2

2

株式会社エンビプロ・ホールディングス

9

◼ 開示のポイント

CEモデルをサプライチェーンに紐図けて図式化して説明。資源循環事業を主軸のひとつとし、
実際に売上を伸ばしていることを開示している。

開示の

全体像

1

https://www.envipro.jp/circular-economy/
https://www.envipro.jp/cms/wp-content/uploads/report_year/SustainabilityReport2022.pdf


開示内容 ポイント

コンセプトである、「LifeWear」を問い
直し、 （*1）『「サステナビリティ」と

「ビジネスの成長」を両立するモデル』

を新たに目指す事業モデルとして策定

し、バタフライ図で可視化。ビジネスモ

デルと結び付けたサステナビリティの、

全体観を分かりやすく表している。

「LifeWear」の価値観となる
（*2）『「サステナビリティ」と「ビジネス

の成長」を両立するモデル』に基づき、

事業に紐づく各種資源循環の取組を

推進。

主力事業であるユニクロにて不要な

衣類の回収をし、「服から服へ」リサイ

クルをし、市場へ再投入するリサイクル

ダウンジャケットの販売や、過去に購入

した衣類のリペアとアップサイクリングを

して長期利用を可能とするための、リ

ペアスタジオ事業の展開を開始してお

り、そうした （*2）取組について、価

値観に紐づく一連の流れとして公開し

説明している。

（*2）上記の取組をより加速させ

るために、他社との連携を強化する旨

も、一連の流れのなかで分かりやすく

説明している。

10

セクター 主な開示媒体 サーキュラー・エコノミービジネスモデル

衣料品
統合報告書、

ウェブサイト

製品

設計

ﾊﾞｲｵ素

材等

シェア

/PaaS

メンテ

ナンス
再販売 再利用

リファー

ビッシュ
再製造

別用途

利用
リサイクル

● ● ● ● ● ●

価値観 ビジネスモデル

開示の解説

ビジネスモデル

3
4

2

3

1

*出典：統合報告書（P.23*1）、Fast Retailing TCFD Report（P.4*2）

戦略

●企業コメント

当社にとってCEは、ビジネスとの紐づけがしやすく、その中でユニークさを出すことで、企業価値向上への貢献を投資家等
へ訴求することができると捉えている。社会的な要請があるから取組を進めるのではなく、当社のビジネスモデルである

LifeWearを体現する取組として、企業価値創出につなげていきたい。

4

2

株式会社ファーストリテイリング

1

◼ 開示のポイント

「サステナビリティ」と「ビジネスの成長」を両立するビジネスモデルを説明。自社製品の位置
付けを明示し、企業価値向上と顧客への提供価値を関連付けている。

開示の

全体像

https://www.fastretailing.com/jp/ir/library/pdf/ar2022_sp.pdf
https://www.fastretailing.com/jp/sustainability/environment/pdf/FastRetailingTCFDReport_jp.pdf


開示内容 ポイント

4つのテーマに対して、グループ統一の
目標を設定し公開している。

目標設定においては、 （*1）

「テーマの特定」と「中長期の定量目

標」を設定し、背景・考え方の説明と

合わせて公開。

2012年よりグループ店頭でペットボト

ル専用回収機による回収とリサイクル

を実施しており、Pet to Petの水平リ

サイクルや衣料品、パッケージの原料に

活用している。（2022年度、3,174

台、約4億7千万本相当を回収）

これらの （*２）「商品販売→店

頭回収→リサイクル→商品化」のお

客様参加型のサイクル実現について、

循環を図示し、かつ、定量的に説明し

ている。

11

セクター 主な開示媒体 サーキュラー・エコノミービジネスモデル

各種

小売

サステナビリティ

レポート

製品

設計

ﾊﾞｲｵ素

材等

シェア

/PaaS

メンテ

ナンス
再販売 再利用

リファー

ビッシュ
再製造

別用途

利用
リサイクル

● ● ● ● ●

開示の解説

11

指標と目標 ビジネスモデル

ビジネスモデル

1

2

1

お客様と共に取り組むサーキュラーエコノミー

セブン&アイグループの環境宣言『GREEN CHALLENGE 2050』

2

●企業コメント

継続的に資源循環に取り組むには、事業活動の延長線上に資源循環を結び付け、何ができるかを検討することが重要。

また、資源循環の促進には生活者の理解が重要であり、これまで注力して伝えてきた 「美味しさ」「品質」に加え、商品のス

トーリーを発信することが、生活者の皆様に選択いただくことにもつながると考えている。

●企業コメント

指標の設定では、事業活動に

関係のあるテーマを設定することで、

具体的な行為に結びつけて取組を

推進。数値に対しても経年で進捗

状況を公開し、基準も厳しく設定。

例えば、プラスチック対策では、素

材重量ベースでの対応比率を公開

している。

株式会社セブン＆アイ・ホールディングス

●企業コメント

2022年度のグループ1日の平均
来店客数が2,220万人。日々生活
者と接点を持つ小売業だからこそ、

ライフスタイル変容の一助になる活

動を推進。地域が持続可能であっ

てこそのビジネスモデルであり、地域

におけるCEの拠点となるべく活動の
幅を広げていきたい。

*出典：ウェブサイト（GREEN CHALLENGE 2050）（*1）、ウェブサイト（重点課題 3：資源の有効活用）（*２）

◼ 開示のポイント

環境宣言「GREEN CHALLNGE 2050」にて４つの指標と目標を置き、「プラスチック対策」と
「食品ロス・食品リサイクル対策」を中心に、CEの取組を進めている。

開示の

全体像

https://www.7andi.com/sustainability/policy/environment_03.html
https://www.7andi.com/sustainability/theme/theme3/package-recycle.html


開示内容 ポイント

TCFDフレームワークに基づくシナリオ
分析の結果より、持続可能な地球の

維持には、ネガティブインパクトを最小

化し、ニュートラル化するだけでは足りず、

企業の環境施策も、自社で完結する

ものから、社会全体へポジティブな影

響を与えられるものへと進化すること

が必要と整理。そのうえで、 （*1）

周囲への価値創造プロセスを構築し、

図示し説明している。

商品提供に不可欠な容器包装に

ついて、2050年の社会として「容器包
装を持続可能に循環している社会」を

目指すと掲げる。

その中で、「プラスチックが循環し続

ける社会」について、 （*2）既存の

取組に加え、自社の新たな取組を統

合的に図示し、その価値貢献と位置

づけを分かりやすく説明している。

また、「キリングループ2022年-2024
年中期経営計画」における （*3）

非財務方針を提示し、経済的価値へ

の直接的な繋がりを踏まえた非財務

目標の（再）設定を実施。

セクター 主な開示媒体 サーキュラー・エコノミービジネスモデル

食品・

飲料

環境報告書、

中期経営計画

製品

設計

ﾊﾞｲｵ素

材等

シェア

/PaaS

メンテ

ナンス
再販売 再利用

リファー

ビッシュ
再製造

別用途

利用
リサイクル

● ● ●

ビジネスモデル

価値観

1

1

指標と目標

2

3

2

3

●企業コメント

CSVを経営の基軸に据えており、社会的価値だけでは事業として継続的な取組が難しい中で、 「キリングループの価値創造プロセス」
が示す通り、持続的な商品やサービスの維持のため、関係する「容器包装」「水資源」「生物資源」「気候変動」を統合的に課題解決

していくことを方針としている。具体的には、社会課題の解決につながることであり、かつ、当社の事業費用やリスクの低減につながるよう

な取組を選定して取り組んでおり、投資家にも社会貢献に終始せず、リターンが見込まれることを説明している。

キリンホールディングス株式会社

キリンの環境価値相関

持続可能なPETボトル

1212 *出典：環境報告書2023（P.10-11*1）（P.58、P.60*2）、2022年-2024年中期経営計画（*3）

開示の解説

◼ 開示のポイント

「CEに係るサステナブル・ファイナンス促進のための開示・対話ガイダンス」で示されたフレーム
ワークを用いて網羅的に開示している。リスクと機会に対応するシナリオを想定し自社の価値創
造ストーリーを明示している。

開示の

全体像

https://www.kirinholdings.com/jp/investors/files/pdf/environmental2023.pdf
https://www.kirinholdings.com/jp/purpose/management_plan/#headline-1615513803


開示内容 ポイント

環境事業では、火力発電所や鉄鋼

メーカー、化学メーカーなどから発生する

廃棄物や副産物、自治体の要請に

基づき都市ごみ焼却残さや下水汚泥

などをリサイクルするビジネスを中核とし

て実施。事業セグメント別に業績を公

開する中、 （*1）環境事業につい

ても営業利益を含め情報公開してい

る。

環境会計の考え方に基づき、外部

からの廃棄物利用拡大にともなう

（*2）社会的な環境負荷低減効果

を貨幣価値に換算し、「外部経済効

果」として評価。算定方法を含めて、

統合報告書にて説明。

国際的なセメント産業の大手企業

が参画する団体である「GCCA（グロー
バルセメント・コンクリート協会）」に参

画。 （*3）GCCAでの議論はセメン
ト産業の1つの標準となっており、GCCA
が定める指標に基づき情報を公開。
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セクター 主な開示媒体 サーキュラー・エコノミービジネスモデル

セメント 統合報告書

製品

設計

ﾊﾞｲｵ素

材等

シェア

/PaaS

メンテ

ナンス
再販売 再利用

リファー

ビッシュ
再製造

別用途

利用
リサイクル

● ● ●

開示の解説

*出典：太平洋セメントレポート2022（P.48,P.65*1、P.65*2、P.116-117*3）

ビジネスモデル

価値観

1

2

ビジネスモデル

指標と目標

1

2

3

3

太平洋セメント株式会社

●企業コメント

投資家との対話の経験を踏まえると、投資家と丁寧な対話をすることで、当社も自社についての理解が深まり、投資

家にもセメント産業に対する理解を深めていただけ、そうしてエンゲージメントが成立するということを実感した。熱意をもって

対話を行っていくことが重要になると考える。二次廃棄物を発生させずに原燃料利用できることが、セメント産業における

CEの役割と認識する中で、当社が規模感をもって取り組んでいる価値をアピールするために、外部経済効果で定量的に
発信するよう工夫した。今後は、当社ならではのCEの取組を進めてアピールすることも検討していきたい。

◼ 開示のポイント

循環型社会の実現に向け積極的に貢献することを説明。新たな資源循環モデルを確立す
ることで企業価値向上と社会的価値向上を目指すと説明している。

開示の

全体像

https://www.taiheiyo-cement.co.jp/csr/pdf/data/2022/rep2022.pdf


開示内容 ポイント

「サステナブルカッパービジョン」を掲げ、

銅がなぜ必要か、持続可能な銅とは

何かという認識を示すとともに、どのよ

うな施策に取り組んでいるのかを、一

連の流れで説明している。

また、資源循環の促進、生産する

製品の環境価値向上のために今後

取り組む施策についても説明しており、

（*1）市場のニーズも踏まえた価

値創造戦略を一連の流れで示してい

る。

金属リサイクル事業（製錬所）を

中心に、 （*2）事業を通して資源

循環に取り組み、目指す循環型社会

のバリューチェーンを図示。

循環型社会の形成に向けた

（*3）リサイクル事業やその体制

強化、リサイクル原料の増集荷にかか

わる株式取得、処理能力増強にかか

わる設備投資等の施策についても、サ

ステナビリティレポートにてそれぞれ説明

をしている。
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セクター 主な開示媒体 サーキュラー・エコノミービジネスモデル

非鉄

金属

サステナビリティ

レポート

製品

設計

ﾊﾞｲｵ素

材等

シェア

/PaaS

メンテ

ナンス
再販売 再利用

リファー

ビッシュ
再製造

別用途

利用
リサイクル

●

開示の解説

ビジネスモデル

価値観

*出典：ウェブサイト（サステナブルカッパー・ビジョン）（*1）、サステナビリティレポート2023（P.33*1）、ウェブサイト（金属・リ

サイクル事業）、サステナビリティレポート2022（P.25*3）よりデロイトにて作成

戦略

戦略

車載用リチウムイオン電池（LiB）の
クローズドループ・リサイクル

カナダ最大手のリサイクラー

（eCycle社）の株式取得

大分リサイクル物流センターの

稼働開始

台湾リサイクルセンターの

機能強化

取組の例

2

3

2

3

●企業コメント

当社が情報開示することで、需要家をはじめとするステークホルダーと直接的な対話が生じ、一般公開されていない情

報も含めてお客様のニーズを開示していただける機会が増加した。例えば、最終製品メーカーから「こういった製品をリサイク

ルしたいが、どのように処理すればいいかわからない」という生の声を聞くことができ、当社における製品設計や適切な技術

開発、設備投資に反映することができるようになった。
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JX金属株式会社

◼ 開示のポイント

ESG経営を重要課題と捉え、主要製品である銅のあるべき生産・利用の姿をトップメッセージ
にて明確に発信、ステークホルダーの理解を促し、そのうえで個社単独では限界がある資源循
環への取組を社外連携により推進する道筋を示している。

開示の

全体像

https://www.jx-nmm.com/newsrelease/2022/20220803_01.html
https://www.jx-nmm.com/sustainabilityreport/pdf/report2023_j_full.pdf#view=FitV
https://www.jx-nmm.com/company/industry/metal-recycling/index.html
https://www.jx-nmm.com/company/industry/metal-recycling/index.html
https://www.jx-nmm.com/sustainabilityreport/pdf/report2022_j_full.pdf#view=FitV


開示内容 ポイント

「小田急グループ カーボンニュートラル

2050」を策定し、環境ビジョンとして、
（*1）事業活動を通じた環境課

題への取組の全体像を描く。資源循

環については、地域パートナーと連携し、

事業活動として資源循環の推進に取

り組むことを説明。

「WOOMS」事業について、当事業

による財務的な企業価値の情報は、

現時点で公表されていないものの、

（*2）当事業のHPにて、導入事
例における成果を公開。具体的には、

サービス導入自治体のリサイクル量の

増加や、廃棄物焼却量の削減につい

て、定量データを公開。
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セクター 主な開示媒体 サーキュラー・エコノミービジネスモデル
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指標と目標

開示の解説
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環境ビジョン ビジネスモデル

WOOMSサービス導入自治体におけるデータ

1

●企業コメント

事業に紐づいて資源循環に貢献している点が、特徴であり強みと考える。環境問題と事業を結び付けることは容易で

はないが、WOOMS事業に取り組む背景・理由やイネーブラーとして社会課題に対して貢献できる成果を伝えていきたい。そ
のための指標の検討も行っていく。また、個社ではなく多くの外部パートナーとアライアンスを組むことで、取組のインパクトと

発信力を高めている。実証事業であっても、定量的な結果を出し共有することで、取組の加速を図っている。

2

小田急電鉄株式会社

*出典：統合報告書2022（P.26*1）、ウェブサイト(小田急電鉄環境ビジョン)（*1）、ウェブサイト(WOOMS)（*2）

◼ 開示のポイント

地域インフラの提供を主軸に、既存事業との連携や収益化により、資源循環の促進と自社
の企業価値向上を図っていることを説明している。

開示の

全体像

https://www.odakyu.jp/ir/d9gsqg0000001hvc-att/2022tougou.pdf
https://www.odakyu.jp/sustainability/carbon-neutral/
https://www.wooms.jp/case/zama/
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